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一
般
社
団
法
人
日
本
医

療
経
営
実
践
協
会（
代
表

理
事
吉
原
健
二
・
厚
生
年

金
事
業
振
興
団
顧
問
）は
、

２
月
５
日（
日
）、
全
国
12

会
場（
北
海
道
１
、
宮
城

県
１
、
栃
木
県
１
、
東
京

都
４
、
石
川
県
１
、
愛
知

県
１
、
大
阪
府
１
、
山
口

県
１
、
福
岡
県
１
）
で
、

第
５
回「
医
療
経
営
士
３

級
」資
格
認
定
試
験
を
実

施
し
た
。

●
合
格
者
の
種
別
構
成

〔
受
験
者
数
・
合
格
率
〕

受
験
申
込
合
計
５
２
５

人
の
う
ち
４
８
７
人
が
受

験（
受
験
率
92
・
８
％
）、

２
５
５
人
が
合
格（
合
格

率
52
・
４
％
）。
第
１
回
〜

第
５
回
試
験
合
格
者
と
合

わ
せ
て
、
全
国
の「
医
療

経
営
士
３
級（
試
験
合
格

者
）」は
１
２
６
３
人（
受

験
者
総
数
は
２
１
４
６

人
）と
な
っ
た
。

〔
年
齢
別
〕

受
験
者
数
で
は
、
30
歳

以
上
39
歳
以
下
が
１
６
９

人（
34
・
７
％
前
回
比
▲

８
・
６
％
）で
最
多
。
次
い

で
、
40
歳
以
上
49
歳
以
下

が
１
６
８
人（
34
・
５
％
前

回
比
△
９
・
９
％
）。

合
格
者
数
に
お
い
て

も
、
30
歳
以
上
39
歳
以
下

が
96
人（
37
・
6
％
前
回

比
▲
６
・
７
％
）で
最
多
、

40
歳
以
上
49
歳
以
下
が
93

人（
36
・
５
％
前
回
比
△

９
・
７
％
）と
続
く
。

〔
男
女
別
〕

受
験
者
数
で
は
、
男
性

４
１
２
人（
84
・
６
％
前

回
比
△
７
・
３
％
）、
女
性

75
人（
15
・
４
％
前
回
比

▲
７
・
３
％
）。

合
格
者
で
は
、
男
性

２
２
２
人（
87
・
１
％
前

回
比
△
１
・
５
％
）、
女
性

33
人（
12
・
９
％
前
回
比

▲
１
・
５
％
）。

〔
職
業
別
〕

受
験
者
数
で
は
、
病
医

院
勤
務
者
が
２
０
７
人

（
42
・
５
％
前
回
比
▲

13
・
５
％
）で
最
多
。
医
療

関
連
企
業
勤
務
者
88
人

（
18
・
１
％
前
回
比
▲
２
・

７
％
）、
大
学
生
・
短
大

生
12
人（
２
・
５
％
前
回
比

▲
０
・
６
％
）、そ
の
他（
個

人
等
）
１
８
０
人（
37
・

０
％
前
回
比
△
21
・

９
％
）と
続
く
。

合
格
者
数
で
は
、
病
医

院
勤
務
者
１
１
２
人

（
43
・
９
％
前
回
比
▲
15
・

９
％
）、
医
療
関
連
企
業

勤
務
者
46
人（
18
・
０
％
前

回
比
△
３
・
６
％
）、
大
学

生
・
短
大
生
２
人（
０
・

８
％
前
回
比
▲
０
・

２
％
）、そ
の
他（
個
人
等
）

95
人（
37
・
３
％
前
回
比
△

12
・
６
％
）。

〔
都
道
府
県
別
〕

受
験
者
数
で
は
、
東
京

都
65
人（
13
・
３
％
前
回

比
△
２
・
８
％
）。

合
格
者
で
は
、
東
京
都

31
人（
12
・
２
％
前
回
比

△
１
・
９
％
）。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い

て
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（www.jmmpa.jp/

）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

仙台会場(ハーネス仙台)での試験前の様子。

（1）年齢別構成◆受験者の分布 （2）男女別構成 （3）職業別構成 （4）都道府県別構成
（上位5都府県／受験者の届け出住所地）

～29歳以下50歳以上
～59歳以下

60歳以上

82人
（16.8％）

30歳以上
～39歳以下

169人（34.7％）

  7人（1.4％）

61人（12.5％）

40歳以上
～49歳以下
168人（34.5％）

男性
412人（84.6％）

女性
75人（15.4％）

その他（個人等）
 180人（37.0％）

大学・短大生
12人（2.5％）

医療関連企業勤務者
88人（18.1％）

病医院勤務者
207人（42.5％） 東京都

65人（13.3％）

福岡県
40人（8.2％）

大阪府
50人（10.3％）

神奈川県
44人（9.0％）

北海道 
28人（5.7％）

その他 計 
260人（53.4％）

　

第
５
回 「
医
療
経
営
士
３
級
資
格
認
定
試
験
」２
５
５
人
合
格

全
国
の「
医
療
経
営
士
3
級
」合
格
者

１
２
６
３
人
に

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事
吉
原
健
二
・
厚
生
年
金
事
業
振
興
団
顧
問
）は
２
月
５
日
、
第
５
回｢

医
療
経
営
士
３
級｣

資
格
認
定
試
験
を
実
施
。

全
国
12
会
場（
北
海
道
１
、
宮
城
県
１
、
栃
木
県
１
、
東
京
都
４
、
石
川
県
１
、
愛
知
県
１
、
大
阪
府
１
、
山
口
県
１
、
福
岡
県
１
）で
４
８
７
人
が
受
験
、
２
５
５
人
が
合
格
し
た
。

◆ 「医療経営士3級」資格認定試験　結果概要 ◆
①第5回試験 ②第1回～第5回試験累計

（1）受験申込数（人） 525（1）受験申込数（人） 2,303

（2）受験数（人） 487（2）受験数（人） 2,146

（3）合格数（人） 255（3）合格数（人） 1,263

（4）合格率（％） 52.4（4）合格率（％） 58.9

東京第2会場(エッサム神田ホール)での試験前の様子。

平成24年度　6月17日（日）実施 「医療経営士」資格認定試験エントリー開始!!
第3回「医療経営士」2級資格認定試験 第6回「医療経営士」3級資格認定試験

試験開始時間 13：00～　※第2分野のみの受験の方は、14：35開始 10：15～

受験料

「3級取得者」「3級未取得者」　15,000円（税込）
※「3級未取得者」は、同日午前中実施の3級受験必須 8,400円（税込）

「2級分野合格者」　13,000円（税込）

試験会場（予定）札幌会場（札幌市）、仙台会場（仙台市）、東京会場（千代田区）、名古屋会場（名古屋市）、大阪会場（大阪市）、福岡会場（福岡市）、金沢会場（金沢市）

エントリーはインターネットが便利です。
URL http://www.jmmpa.jp/application.html
※ インターネットを使用できない場合はTEL03-5296-1933まで
　ご連絡ください。
主　催：一般社団法人日本医療経営実践協会

●発　行／一般社団法人
 日本医療経営実践協会
 （JMMPA）
〒101-0033　東京都千代田区神田岩本町4-14
 神田平成ビル7F
●編　集／日本医療企画
●毎月1回発行

お問い合わせ先　　一般社団法人 日本医療経営実践協会 事務局　TEL.03-5296-1933　FAX.03-5296-1934　http://www.jmmpa.jp/
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①
で
は
、病
床
の
種
別
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
意

義
と
役
割
、
病
床
種
別
の

人
員
基
準
、
医
療
関
連
職

の
職
務
、
な
ど
、
医
療
経

営
の
基
本
知
識
が
問
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
診
療
報

酬
の
仕
組
み
、
国
民
健
康

保
険
の
概
要
、
健
康
保
険

の
保
険
給
付
な
ど
医
事
に

関
す
る
出
題
も
目
立
っ
た

よ
う
だ
。
特
に
診
療
報
酬

の
仕
組
み（
基
本
診
療
料

と
特
掲
診
療
料
の
違
い
な

ど
）に
つ
い
て
３
問
出
題

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
取

り
こ
ぼ
し
の
な
い
よ
う
、

基
礎
項
目
の
理
解
を
徹
底

し
て
お
き
た
い
。

②
で
は
、
医
療
関
連
産

業
の
動
向
や
各
種
調
査
、

介
護
保
険
関
連
サ
ー
ビ

ス
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
や
医
療
機
関

に
お
け
る
共
同
購
入
な
ど

に
つ
い
て
幅
広
く
問
わ
れ

て
い
る
。範
囲
は
広
い
が
、

第
１
回
試
験
な
ど
過
去
の

出
題
傾
向
に
準
じ
て
お

り
、
難
易
度
は
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
。
医
療
経
営
で

は
業
務
の
外
部
委
託
や
さ

ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
り
、
基

礎
知
識
の
習
得
が
欠
か
せ

な
い
。

①
で
は
、
西
洋
の
医
学

史
、
専
門
医
療
の
歴
史
、

標
榜
診
療
科
の
分
化
が
出

題
さ
れ
て
い
る
。
標
榜
診

療
科
の
分
化
に
つ
い
て

は
、
１
９
９
６（
平
成
８
）

年
に
行
わ
れ
た
第
３
次
医

療
法
改
正
で
の
追
加
診
療

科（
リ
ウ
マ
チ
科
、
心
療

内
科
、
歯
科
口
腔
外
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
）に
つ
い
て
押
さ
え
て

お
き
た
い
。

②
で
は
、
医
療
法
規
と

医
療
行
政
か
ら
16
問
と
、

テ
ー
マ
最
多
の
出
題
。
医

療
法
規
で
は
、
医
療
法
の

定
義
か
ら
関
連
法
規
ま
で

広
く
問
わ
れ
て
い
た
。
医

療
法
が
定
め
る
特
定
機
能

病
院
の
承
認
要
件
、
広
告

可
能
な
事
項
、
社
会
医
療

法
人
が
行
う
こ
と
が
で
き

る
収
益
事
業
な
ど
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
出
題

さ
れ
た
実
績
が
あ
り
、
定

番
と
い
え
よ
う
。
関
連
法

規
に
つ
い
て
は
、
介
護
老

人
保
健
施
設
の
開
設
根
拠

法（
介
護
保
険
法
）、
高
齢

者
住
ま
い
法
の
改
正
、
医

療
機
関
勤
務
者
に
関
わ
る

労
働
基
準
法
な
ど
、
詳
細

が
問
わ
れ
て
お
り
、
テ
キ

ス
ト
を
熟
読
し
て
お
き
た

い
。
一
方
、
医
療
行
政
で

は
、
第
１
次
〜
第
５
次
ま

で
の
医
療
法
改
正
の
内
容

整
理
、
医
師
数
抑
制
策
の

変
遷
、
療
養
病
床
再
編
、

産
科
に
お
け
る
訴
訟
対

応
、医
療
費
適
正
化
計
画
、

都
道
府
県
が
策
定
す
る
医

療
計
画
な
ど
、
政
策
課
題

に
関
連
す
る
も
の
が
出
題

さ
れ
て
い
る
。

③
、
④
で
は
、
い
ず
れ

も
出
題
数
は
少
な
か
っ
た

が
、
医
療
倫
理
に
つ
い
て

は
テ
キ
ス
ト
で
の
学
習
を

お
す
す
め
す
る
。
社
会
情

勢
の
変
化
と
と
も
に
そ
の

解
釈
も
変
わ
る
た
め
、
最

新
情
報
の
収
集
が
必
要

だ
。⑤

で
は
、
最
新
医
療
関

連
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
診

療
報
酬
で
評
価
さ
れ
る

チ
ー
ム
医
療
、「
病
院
報

告
」「
患
者
調
査
」（
厚
生
労

働
省
）に
お
け
る
最
新
統

計
デ
ー
タ
が
出
題
。
最
新

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

く
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る

が
、
医
療
界
の
流
れ
を
押

さ
え
て
お
け
ば
あ
る
程
度

対
応
で
き
よ
う
。

定価：3,150円（税込） 
●Ａ5判
●2色刷／192ページ

●定価：3,150円（税込） ➡日本医療経営実践協会会員特別価格 2,520円（税込）　●Ａ4判／1色刷／224ページ

2012年度の診療報酬改定におけるキーワードは押さえておきたい。特にチーム医療
に関する診療報酬上の扱いについては前回も出題されており、第６回試験でも問われる
可能性は高い。

チーム医療の推進①
○ 一般病棟における、精神科リエゾンの評価
　一般病棟における精神科医療のニーズの高まりを踏まえ、一般病棟に入院する患者に対
し、精神科医、専門性の高い看護師、精神保健福祉士、作業療法士等が多職種で連携
した場合の評価を新設し、より質の高い精神医療の推進を図る。
（新）精神科リエゾンチーム加算　200点（週1回）

○ 臓器移植後、造血幹細胞移植後の医学管理の評価
　医師、専門性の高い看護師等のチームによる臓器移植後、造血幹細胞移植後の医学管
理に対する評価を新設し、移植医療の充実を図る。
（新）移植後患者指導管理料

臓器移植後患者指導管理料　　　　300点（月１回）
造血幹細胞移植後患者指導管理料　300点（月1回）

チーム医療の推進②
○ 外来緩和ケアチームの評価
　がん患者がより質の高い療養生活を送ることができるよう、外来における緩和ケア診療に
対する評価を新設し、緩和ケアの充実を図る。
（新）外来緩和ケア管理料　300点

○ 薬剤師の病棟における業務に対する評価
　薬剤師が勤務医等の負担軽減等に資する業務を病棟で一定以上実施している場合に対
する評価を新設し、勤務医の負担軽減等を図る。
（新）病棟薬剤業務実施加算　100点（週１回）

第６回 「医療経営士３級」資格認定試験
出題キーワード①（最新医療関連トピックス）

好
評
発
売
中
！

「医療経営士３級」資格認定試験　問題＆解答・解説

詳しくは　医療経営士３級　認定試験　　検索

第１回（2010年９月23日実施）「医療経営士３級」資格認定試験の全50問についての
問題と、出題傾向分析および解答・解説を掲載しています。

●価格：1,050円（税込）
●A4判／100頁

●編集：「医療経営士」資格認定試験対策委員会
●協力：『最新医療経営 Phase３』編集部
●発行：日本医療企画

第
５
回 「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験 

出
題
傾
向
分
析
と「
第
６
回
試
験
」予
想

第
５
回 「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
の
合
格
発
表（
２
月
21
日
）を
受
け
、『
最
新
医
療
経
営
フ
ェ
イ
ズ
3
』（
日
本
医
療
企
画
）編
集
部
の
独
自
取
材
に
よ
り
分
析
を
行
っ
た
。

分
析
・
予
想
：『
最
新
医
療
経
営
フ
ェ
イ
ズ
３
』編
集
部

医
療
行
政
の
変
遷の
理
解
が
将
来
展
望の
重
要
ファクタ
ー

―
―
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
医
療
政
策
を
押
さ
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

News［医療サービス分野・基礎］
　①医療界・医療機関の構造：13問
　②医療関連産業論：12問
［医療サービス分野・総合］
　① 医療史（医療法規・医療行政史／医療経営史

／診療科目・医療技術の進化の歴史）：3問
　②医療法規・医療行政の基礎知識：16問
　③医療サービス概論（患者サービス論）：1問
　④医療人としての倫理：１問
　⑤最新医療関連トピックス：4問

●
出
題
傾
向
分
析

医
療
サ
ー
ビ
ス
分
野
・

基
礎

医
療
サ
ー
ビ
ス
分
野
・

総
合

出題テーマ分析
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価
値
観
が
多
様
化
す
る
な
か

外
向
き
指
向
の
組
織
文
化
が

重
要
に広

報
は
、
ト
ッ
プ
の
経

営
観
や
方
針
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
。
変
化
の
な
か

に
あ
っ
て
も
一
貫
性
や
統

合
性
を
醸
成
し
、
組
織
に

秩
序
を
与
え
る
の
が
経
営

で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
に
広

報
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は

あ
る
意
味
で
仕
方
が
な
い

こ
と
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
は
変
化

し
続
け
る
。
医
療
機
関
は

変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
経

営
を
継
続
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
組
織
の
効
果
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。

専
門
職
で
構
成
さ
れ
て

い
る
病
院
は
、
と
も
す
る

と
考
え
方
や
視
点
が
内
向

き
に
な
り
が
ち
だ
。
そ
れ

は
時
と
し
て
時
代
の
感
覚

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
み
、

患
者
・
利
用
者
や
市
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
支
障
を
来
す
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
結
果
、
今
日
で

は「
医
療
崩
壊
」と
い
う
言

葉
も
生
み
出
さ
れ
た
。
今

後
ま
す
ま
す
価
値
観
が
多

様
化
す
る
な
か
、
相
互
理

解
を
め
ざ
す
外
向
き
指
向

の
組
織
文
化
が
何
よ
り
も

重
要
に
な
る
。
社
会
と
対

話
す
る
医
療
に
よ
っ
て
、

ま
た
新
し
い
医
療
が
育
ま

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｈ
Ｉ

Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
う

病
院
情
報
の〝
健
康
診
断
〞

で
あ
る「
は
と
は
あ
と
」評

価（
病
院
広
報
・
情
報
公

開
レ
ベ
ル
評
価
事
業
）は
、

こ
う
し
た
医
療
の
場
に
新

し
い〝
風
〞を
送
り
込
む
も

の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
同
事
業
は
、
単
に
測

定
数
値
化
の
た
め
の
評
価

で
は
な
い
。
目
的
は
、
①

内
に
向
け
た
改
革
、
②
外

に
向
け
た
改
革
│
│
の
２

変化する社会のなかで
重要性増すコミュニケーション

（病院広報・広報戦略②）

前回に引き続き、医療経営士テキストシリーズ（日本医療企画）「広報・広告／ブラン
ディング」の編著者である日本HIS研究センター代表理事の石田章一氏に、これから
の時代に対応する広報のあり方や展開すべき活動について解説してもらう。

リレー連載 医療経営士として押さえておくべき最新［医療経営］情報 第14回

今月の
講師 石田章一 氏　日本HIS研究センター代表理事／ビジョンヘルスケアズ代表

総監修：川渕孝一（東京医科歯科大学大学院医
歯学総合研究科教授）
編著者代表：石田章一（日本ＨＩＳ研究センター
代表理事／ビジョンヘルスケアズ代表）
体裁：B5判・92頁
発刊：2010年6月
定価：2,940円（本体2,800円＋税5％）
ISBN978-4-89041-920-3

医療経営士テキスト
中級・専門・２巻

「広報・広告／ブランディング」
―集患力をアップさせるために―

今月のテキスト

つ
。
内
に
向
け
て
は
、
社

会
に
映
っ
て
い
る
自
ら
の

姿
へ
の「
気
づ
き
」
を
進

め
、
よ
り
よ
く
変
化
し
て

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

外
に
向
け
た
改
革
は
、
誠

実
な
マ
イ
ン
ド
を
も
っ

て
、「
言
わ
れ
な
く
て
も

情
報
を
出
す
施
設
」で
あ

る
こ
と
の
認
識
を
積
み
上

げ
、
安
心
感
を
醸
成
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。

病
院
広
報
の〝
健
康
診
断
〞

「
は
と
は
あ
と
」評
価
の
概
要

「
は
と
は
あ
と
」は
、
個

別
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
あ
っ
て
、
理
念
や

存
在
理
由
を
き
ち
ん
と
説

明
し
、誠
実
に
向
き
合
い
、

つ
な
が
る
た
め
の
提
案
と

支
援
に
重
き
を
置
く
も
の

で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
広
報
や
社
会
と
の
対

話
・
交
流
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

院
内
の「
理
解
」が
必
要
で

あ
り
、
理
解
に
基
づ
き
自

院
な
り
の「
定
義
」を
進
め

る
こ
と
も
重
視
す
べ
き
だ

ろ
う
。

企
業
広
報
は
と
も
か

く
、
病
院
広
報
の
経
営
的

役
割
と
は
、
情
報
を「
伝

え
る
」「
聴
く
」「
変
わ
る
」

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
院
の

す
べ
て
の
専
門
活
動
を

「
知
っ
て
も
ら
う
」「
わ

か
っ
て
も
ら
う
」「
好
き
に

な
っ
て
も
ら
う
」と
い
う

互
恵
戦
略
に
あ
る
。
実
は

こ
れ
ら
の
日
常
的
な
施
策

は
、
各
病
院
に
お
い
て
す

で
に
行
わ
れ
て
き
た
テ
ー

マ
で
あ
ろ
う
。
個
別
の
概

念
を
整
理
・
統
合
し
、
自

院
な
り
に
再
定
義
す
る
こ

と
で
病
院
広
報
と
い
う
乗

り
物
が
で
き
上
が
り
、
偏

り
は
解
消
さ
れ
て
目
的
に

向
か
っ
て
出
発
で
き
る
よ

う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

「
伝
え
る
」「
聴
く
」「
変
え

る
」に
、「
理
念
」と「
態
勢
」

を
加
え
た
も
の
が「
は
と

は
あ
と
」
評
価
第
１
ス

テ
ー
ジ
の
評
価
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
な
っ
て
い
る

（
表
）。こ
れ
ら
を
も
と
に
、

自
院
の
広
報
を
今
一
度
見

直
し
、
体
質
改
善
に
広
報

を
活
用
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

「はとはあと」認定マーク（レベル５）

表　第1ステージの評価カテゴリー
項　目 概　要

①理念展開
（使命や志の活動）

地域や職員に向けて独自の使命を
表明。組織がめざす方向を明確に
し、組織文化を育成する取り組みが
あるかどうか

②情報伝達
（伝え共有する活動）

常に外部社会との共存を意識し、必
要な情報を適時・適切に偽りなく、ま
たわかりやすく伝え、理解を求めて
いるかどうか

③情報収集
（聞き調べる活動）

常に社会の要望に耳を傾け、地域、
患者、職員ら利害共有者の意見を組
織の仕組み（システム）として聴いて
いるかどうか

④改革・改善
（変えていく活動）

「伝える」「聴く」という双方向の情報
交流を重視し、その結果、両者のつ
ながりを自己改革と行動の礎にして
いるかどうか

⑤態勢構築
（仕組みづくり活動）

広報力強化（担当育成・PL認定）、委
員会、予算、経営トップや他部門、外
部機能連携など組織的展開があるか
どうか

診療科別・病院経営戦略の

「理論」と「実践」
経営力を磨き抜く、差別化戦略のノウハウを大公開!
［主な内容］
◉ 第1編［序論］
2012年度診療報酬改定等の議論から見る医療提供体制の未来像

◉ 第2編［総論］ 病院経営戦略――データの徹底活用による分析から具体的な戦略立案まで
1　医療機関における経営戦略とは／2　調査データを経営戦略にどう活かすか／3　機能別に求められる病院の方向
性／4　経営戦略と原価計算／5　国立病院機構における原価計算／6　原価計算の活用事例

◉ 第3編［各論・事例研究］　診療科別・経営戦略のすべて
1　脳神経系／2　眼科／3　耳鼻咽喉科／4　呼吸器系／5　循環器系／6　外科／7　整形外科／8　皮膚科／
9　泌尿器系／10　産婦人科／11　血液内科／12　小児科／13　形成外科／14　放射線科／15　リハビリテーショ
ン科／16　緩和ケア科／17　精神科・心療内科／18　総合診療科

著者　井上貴裕（東京医科歯科大学医学部附属病院特任講師、病院経営ストラテジスト）

2012年2月中旬発売　医療経営士・実践テキストシリーズ2

●定価：3,150円（税込） ➡日本医療経営実践協会会員特別価格 2,520円（税込）　●Ａ5判／2色刷／184ページ ●定価：3,150円（税込） ➡日本医療経営実践協会会員特別価格 2,520円（税込）　●Ａ4判／1色刷／224ページ

◉ 第1章　 医療サービス分野・基礎̶医療人としての基礎知識
（医療界・医療機関の構造／医療関連産業論）

◉ 第2章 　医療サービス分野・総合
（医療法規・医療行政史・医療経営史・診療科目・医療技術の進化の歴史／医療法規・医療行政の基礎知識 ／
患者サービス論／生命倫理・医療倫理ほか）

◉ 第3章（最新）医療関連トピックス

 一発合格を目指すあなたに最適!!
好評発売中!!　2011-2012年 試験対応版

　 医療経営士３級試験
完全対策予想問題111
111の予想問題（問題&解説）を
第１回～第３回の試験内容を独自調査により完全再現。

著者　長 英一郎（東日本税理士法人）
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●
四
病
院
団
体
協
議
会

医
療
機
関
の
消
費
税
に

つ
い
て
議
論
を
求
め
る

意
見
書
公
表

四
病
院
団
体
協
議
会
は

１
月
31
日
、
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
素
案
に
対
す

る
意
見
を
公
表
し
た
。
意

見
書
は
、
同
素
案
の「
第

３
章
各
分
野
の
基
本
的
な

方
向
性
」の
中
に「（
２
）消

費
税
率
の
引
き
上
げ
を
踏

ま
え
検
討
す
べ
き
事
項
」

と
し
て
医
療
機
関
の
消
費

税
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
同
協

議
会
で
検
討
し
、
と
り
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
。

素
案
で
は
、
諸
外
国
に

お
い
て
も
社
会
保
険
診
療

は
非
課
税
で
あ
る
こ
と
や

課
税
に
よ
る
患
者
の
自
己

負
担
の
問
題
等
を
踏
ま

え
、
非
課
税
の
取
り
扱
い

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
医
療
機
関
の
仕
入
れ

に
か
か
る
消
費
税
に
つ
い

て
は
診
療
報
酬
な
ど
医
療

保
険
制
度
に
お
い
て
手
当

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
四
病

協
は
、
短
期
間
に
医
療
側

と
の
十
分
な
議
論
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
医
療
非

課
税
を
継
続
す
る
と
決

定
さ
れ
た
こ
と
は
大
変

遺
憾
と
し
た
上
で
、「
医

療
機
関
の
消
費
税
問
題
は

『
税
制
』の
問
題
で
あ
り
、

決
し
て『
診
療
報
酬
』で
解

決
す
る
こ
と
で
は
な
い
と

主
張
し
て
き
た
が
、
今
回

の
方
針
で
は
こ
の
こ
と
が

ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
お

ら
ず
同
じ
過
ち
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す

る
」と
投
げ
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
素
案
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る「
医
療
機
関

等
の
消
費
税
負
担
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
定
期
的
に
検
証
す
る
場

を
設
け
る
こ
と
と
す
る
」

と
の
文
言
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
各
医
療
団
体
が

幅
広
い
広
報
活
動
を
行
っ

て
き
た
も
の
の
、
公
式
の

場
で
医
療
機
関
の
消
費
税

問
題
が
議
論
さ
れ
た
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
意
義
は

非
常
に
大
き
い
と
評
価
。

「
早
急
に
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
等
の
公
式
の

場
で
検
証
を
開
始
す
る
と

同
時
に
、
内
閣
府
に
医
療

に
か
か
る
消
費
税
の
課
税

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場

を
設
置
し
て
ほ
し
い
」と

強
く
要
望
し
た
。

●
日
本
看
護
協
会

新
卒
看
護
職
員
の
離
職
率

３
年
連
続
微
減
傾
向
に

日
本
看
護
協
会
は
２
月

22
日
、「
２
０
１
１
年
病

院
看
護
実
態
調
査
」の
結

果
速
報
を
公
表
。
同
調
査

は
、
病
院
に
勤
務
す
る
看

護
職
員
の
需
給
動
向
や
労

働
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
に
４
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。今
回
は
、

看
護
職
員
の
離
職
率
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
況
、

休
暇
、
給
与
の
実
態
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
10
年
度
の
離
職

率
は
、
常
勤
看
護
職
員
が

11
・
０
％
で
、
09
年
度
の

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。
卒
後
研

修
の
努
力
義
務
が
図
ら
れ

て
い
る
新
卒
職
員
に
関
し

て
は
、
８
・
１
％
で
前
回

調
査
か
ら
は
０
・
５
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
08

年
か
ら
３
年
連
続
し
て
微

減
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

さ
ら
に
病
床
規
模
別
に

み
る
と
、
20
〜
99
床
で
最

も
高
く
、
３
０
０
床
を
超

え
る
と
低
下
す
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
。

ま
た
、看
護
配
置
別
で
は
、

看
護
配
置
の
手
厚
い
病
院

の
離
職
率
が
低
い
傾
向
が

見
ら
れ
た
が
、
特
定
機
能

病
院
で
は
常
勤
看
護
師
の

離
職
率
が
高
め
に
な
っ
て

い
た
。
経
験
年
数
で
は
、

通
算
３
年
、
５
年
、
７
年

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
。

３
年
目
、
５
年
目
は
そ
れ

ぞ
れ
12
・
８
％
、12
・
６
％

で
、
全
体
と
比
較
す
る
と

若
干
高
め
だ
っ
た
。

次
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
状
況
は
、
回
答
の

あ
っ
た
２
３
８
０
病
院
に

お
い
て
、
10
年
度
に
１
カ

月
以
上
の
長
期
病
気
休
暇

を
取
得
し
た
常
勤
看
護
職

員
数
は
７
４
８
３
人
で

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調

（
診
断
書
あ
り
）に
よ
り
長

期
病
気
休
暇
を
取
得
し
た

常
勤
看
護
職
員
数
は
、
全

体
で
２
６
６
９
人
に
の

ぼ
っ
て
お
り
、
長
期
病
気

休
暇
の
実
に
３
分
の
１
以

上
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

不
調
が
原
因
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
年
代
別
に
見
る
と
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
常

勤
看
護
職
員
数
は
20
歳
代

が
最
も
多
く（
46
・
７
％
）、

そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の

状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
給
与
の
実
態

に
つ
い
て
は
、
月
額
給
与

は
年
代
を
問
わ
ず
ほ
ぼ
横

ば
い
。
一
方
、
夜
勤
手
当

は
３
交
代
制
準
夜
勤
手
当

＋
７
・
９
％
、
３
交
代
制

深
夜
勤
手
当
＋
８
・
６
％
、

当
直
手
当（
非
管
理
職
）＋

11
・
４
％
と
そ
れ
ぞ
れ
増

加
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
し

か
し
同
協
会
で
は
こ
れ
で

は
十
分
で
は
な
い
と
し

て
、
今
後
も
引
き
続
き
夜

勤
手
当
を
増
や
し
て
夜
勤

負
担
に
見
合
っ
た
報
酬
に

す
る
こ
と
が
必
要
、
と
の

見
解
を
示
し
て
い
る
。

●
厚
生
労
働
省

介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金

算
定
の
要
件
な
ど
を
説
明

厚
生
労
働
省
は
２
月
23

日
、「
全
国
介
護
保
険
・

高
齢
者
保
健
福
祉
担
当
課

長
会
議
」を
開
催
し
、
介

護
報
酬
改
定
に
関
す
る
告

示
・
通
知
に
つ
い
て
説
明
。

今
回
の
改
定
で
は
、

２
０
１
１
年
度
ま
で
実
施

し
て
い
た「
介
護
職
員
処

遇
改
善
交
付
金
」の
相
当

分
を
介
護
報
酬
に
円
滑
に

移
行
す
る
た
め
に
15
年
ま

で
の
経
過
的
取
り
扱
い
と

し
て「
介
護
職
員
処
遇
改

善
加
算
」を
創
設
し
て
い

る
。こ
の
日
の
会
議
で
は
、

事
務
局
が「
介
護
職
員
処

遇
改
善
加
算
に
関
す
る
基

本
的
考
え
方
な
ら
び
に
事

務
処
理
手
順
及
び
様
式
例

の
提
示
に
つ
い
て（
素

案
）」を
示
し
、
算
定
に
か

か
る
要
件
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

同
加
算
の
届
出
に
つ
い

て
は
、
算
定
を
受
け
る
年

度
の
前
年
度
の
２
月
末
ま

で
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
等
毎
に
介
護
職
員
処
遇

改
善
計
画
書
及
び
計
画
書

添
付
書
類
の
都
道
府
県
知

事
へ
の
提
出
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
年
度
途
中
で

加
算
算
定
を
受
け
る
場
合

に
は
、
算
定
す
る
月
の

前
々
月
の
末
日
ま
で
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。
た
だ
し
、
12
年
度
に

つ
い
て
は
特
例
と
し
て
、

介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付

金
の
承
認
を
受
け
て
い
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

つ
い
て
は
、
当
該
承
認
を

も
っ
て
加
算
の
算
定
要
件

を
満
た
し
た
も
の
と
み
な

し
、
加
算
を
支
給
す
る
考

え
だ
。
こ
の
場
合
は
、
５

月
末
ま
で
に
計
画
書
及
び

添
付
書
類
を
提
出
す
る
。

交
付
金
の
承
認
を
受
け
て

い
な
い
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
加
算
の
算
定
を
受
け

る
月
の
前
々
月
末
日
ま
で

に
計
画
書
及
び
添
付
書
類

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
３
月
20
日
ま
で
に
提

出
す
れ
ば
４
月
か
ら
算
定

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
。
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第5回　日本医療コンシェルジュ研究会 日本医療経営実践協会 会員優待

「東芝が考える未来のコミュニティ」　株式会社東芝　中川和明氏

「ドイツ生まれのハイセキュリティソリューション“SINA”の紹介」
株式会社UGSE　一原武司氏

「近未来の医療におけるITの活用法について」
［座長］　特定非営利活動法人日本医療コンシェルジュ研究所理事長　深津　博氏

1「フェイスブックの活用方法について」
　株式会社エスクリエイト代表取締役　石川雅章氏

2「Hospital Naviの活用と地域医療連携」
　名古屋大学大学院准教授　杉浦伸一氏

3「HumanBridgeを活用した地域医療連携」
　株式会社富士通　野沢一太郎氏

4「転倒検知可能な緊急通知サービス」
　フィリップスレスピロニクス合同会社　尾崎慎太郎氏

主
な
内
容

特
別
講
演 

等

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

IT活用と医療
新しいコンセプトと近未来のコミュニケーション深化
主　催 ：日本医療コンシェルジュ研究会

共　催 ：特定非営利活動法人 日本医療コンシェルジュ研究所

協　賛 ：株式会社 シーエムアイ

開催日 ：平成24年3月11日（日） 13：00（受付12：30）～17：00
会　場 ：富士ソフト アキバプラザ　セミナールーム1（千代田区神田練塀町3） 

http://www.fsi.co /akibaplaza/

最寄駅 ： JR秋葉原駅　中央改札口より徒歩2分

受講料 ：一般社団法人日本医療経営実践協会 会員　3,000円（税込）　※一般：3,500円（税込）

お申込 ：
一般社団法人日本医療経営実践協会ホームページより申込書をダウンロードの上、日本
医療コンシェルジュ研究会事務局（03-3527-9483）宛にファックスをお送りください。

問特定非営利活動法人 日本医療コンシェルジュ研究所
TEL.03-3527-9481  e-mail info@jmclmc.jp
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